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勃起不全（ED）に対する治療薬としてきわめて高い有効性を有するシルデナフィ
ルの承認後，ED診療は急激に変化を遂げ，はや 20年以上が経過しました．その間，
EDという疾患が一般社会に広く認知されるようになりましたが，それでも EDを自
覚した男性の 5％程度しか医療機関を受診していないともいわれています．
ただし最近では，EDを単なる陰茎の病態と考えるのではなくて，全身の血管性疾

患の一症状として捉えるようになっています．つまり，動脈硬化により冠動脈や脳動
脈が狭窄を来し，心筋梗塞や脳梗塞を発症する前に，さらに血管径の細い陰茎への血
流が低下することで EDが発症するという考え方です．EDのリスクファクターには
高血圧，糖尿病，脂質異常，肥満などがあり，生活習慣病であるメタボリックシンド
ロームとの関連性も注目されています．さらに，前立腺肥大症に基づく下部尿路機能
障害（LUTS）や前立腺癌に対する治療も，EDのリスクファクターの 1つです．ま
た，加齢男性性腺機能低下症候群（LOH症候群）の主な症状として，うつ症状とと
もに EDが挙げられており，これらの相互関連性も指摘されています．男性不妊症の
原因で EDを含めた性機能障害が占める割合は，この 20年近くで 4倍になっていま
す．すなわち，EDは心血管系疾患やメタボリックシンドローム，LUTS，LOH症
候群，うつ症状，男性不妊症のいずれとも関係性が深く，もはや単なるQOL疾患と
いう位置づけではありません．
本特集では，さまざまな疾患と EDとの関連性をエキスパートの皆様に解説いただ

きました．また，新たな治療選択としてのサプリメントや，体外衝撃波治療について
もご紹介いただきました．持続勃起症やペロニー病への対応も含めて，EDの総合的
な理解にお役立ていただければ幸いです．
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